
 

 

共用試験 CBT と医師国家試験の出題範囲 

 

平成 26 年 11 月 12 日 

医療系大学間共用試験実施評価機構 理事 

高木 康 

  

医師国家試験出題基準の出題範囲（医師国家試験出題基準の中項目）と共用

試験 CBT の出題範囲（医学教育モデル・コア・カリキュラム）を比較すると、

共用試験 CBT では下記の項目については明確な記載がない。 

 

医師国家試験出題基準 

【必修の基本的事項】 

 １７．生活習慣とリスク   G 生涯設計  

１８．一般的教養事項     Ｂ 医学・医療に関する人文・社会科学・自

然科学・芸術などに関連する一般教養的知

識や考え方 

   C 診療に必要な一般的医学英語 

【医学総論】 

Ⅰ．保健医療総論の項 

 ７．国際保健   Ａ 世界の保健・医療問題 

   Ｂ 国際保健・医療協力 

   

Ⅱ．予防と健康管理・増進の項 

 ３．疫学とその応用     Ｃ 統計解析  

※準備教育モデル・コア・カリキュラムにあり 

 ９．国民栄養と食品保健   Ａ 国民栄養の現状と対策 

   Ｂ 食品の安全性と機能性 

 

Ⅴ．病因・病態生理の項 

 １．疾病と影響因子     Ａ 疾病の自然経過 

 ３．損傷、炎症         Ｄ 外傷の病態 

 ７．循環障害、臓器不全   Ｆ 臓器不全 

 10．医原病    Ａ 診断に伴う医原病 

    Ｂ 治療に伴う医原病 
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Ⅵ．症候 の項 

 １ 全身症候   Ｊ 顔貌の異常 

    

Ⅶ．診察 の項 

 ４ 胎児・新生児の診察と評価    Ｂ 胎児付属物の診察 

  

Ⅷ．検査 の項 

 ２ 生体機能検査                 Ｃ 消化管機能検査 

 ３ 皮膚・感覚器・発声機能検査   Ｆ 発声・発語検査 

 ６ 画像検査                     Ｆ 画像検査における医療情報 

   

Ⅸ．治療 の項 

 ５ 臓器・組織移植、人工臓器、再生医療 

  Ｂ 提供者<ドナー>と被移植者<レシ

ピエント> 

 10 ２次・３次救急患者の治療  Ｈ 環境異常の治療 

  Ｉ 異物・溺水・刺咬症の治療・処置 

  Ｊ 産科的救急治療・処置 

  Ｋ 新生児の救急治療・処置 

  Ｌ 乳児の救急治療・処置 

 12 その他の治療法            Ｃ 人工換気 

  Ｄ 呼吸理学療法 

  Ｅ 物理療法 

  Ｇ レーザー療法 

  Ｈ 体外衝撃波結石破砕術<ESWL> 

  Ｉ 電気けいれん療法 

  Ｊ 免疫療法 

  Ｋ 生殖補助技術<ART> 

  Ｌ 精神療法 

  

【医学各論】 

注：各章は【必修の基本的事項】の大項目 12「主要疾患・症候群」に

該当する。 
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大　項　目 中　項　目

１　医師のプロフェッショナリズ
ム

Ａ　医の倫理 A-1 医の原則

Ｂ　患者の権利と義務 A-1 医の原則

A-3 コミュニケーションとチーム医療

Ｃ　患者医師関係 A-1 医の原則

A-3 コミュニケーションとチーム医療

２　社会と医療 Ａ　医療制度、医療経済 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｂ　患者・障害者のもつ心理・社会的問題 B-1 社会・環境と健康

E-2 腫瘍

F-2 基本的診療知識

A-3 コミュニケーションとチーム医療

Ｃ　保健・医療・福祉・介護・教育の制度と連携 A-3 コミュニケーションとチーム医療

Ｄ　医学研究と倫理 A-1 医の原則

Ｅ　臨床試験・治験と倫理性 A-1 医の原則

B-8 臨床研究と医療

３　診療情報と諸証明書 Ａ　診療録、医療記録 B-7 診療情報

F-3 基本的診療技能

Ｂ　診療に関する諸記録 F-2 基本的診療知識

B-7 診療情報

Ｃ　診断書、検案書、証明書 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

B-6 死と法

４　医療の質と安全の確保 Ａ　医療の質の確保 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

A-1 医の原則

Ｂ　医療事故の防止 A-2 医療における安全性確保

Ｃ　院内感染対策 A-2 医療における安全性確保

E-1 感染症

Ｄ　医療裁判 A-2 医療における安全性確保

Ｅ　医薬品・医療機器の副作用・不具合 A-2 医療における安全性確保

Ｆ　血液・血液製剤の安全性 A-2 医療における安全性確保

５　人体の構造と機能 Ａ　周産期 C-1 生命現象の科学

約３％ D-10 妊娠と分娩

Ｂ　胎児・新生児期 E-5 成長と発達

Ｃ　小児期 E-5 成長と発達

Ｄ　思春期、青年期 E-5 成長と発達

Ｅ　壮年期 B-4 生活習慣と疾病

Ｆ　更年期 D-12 内分泌・栄養・代謝系

Ｇ　老年期 E-6 加齢と老化

６　医療面接 Ａ　医療面接の意義 F-3 基本的診療技能

Ｂ　マナー、オープニング F-3 基本的診療技能

Ｃ　良好なコミュニケーション F-3 基本的診療技能

A-3 コミュニケーションとチーム医療

Ｄ　病歴情報 F-3 基本的診療技能

Ｅ　心理・社会的情報 F-3 基本的診療技能

Ｆ　話の伝え方 A-1 医の原則

Ｇ　治療への動機付け F-3 基本的診療技能

A-3 コミュニケーションとチーム医療

７　主要症候 Ａ　全身症候 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｂ　皮膚、粘膜 D-3 皮膚系

Ｃ　頭頸部、感覚器 D-13 眼・視覚系

D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成２２年度改訂版）

医師国家試験出題基準（平成２５年版）
【必修の基本的事項】

第２階層

必修　1 / 4 ページ
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大　項　目 中　項　目

医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成２２年度改訂版）

医師国家試験出題基準（平成２５年版）
【必修の基本的事項】

第２階層

Ｄ　呼吸器、心臓、血管 F-1 症候・病態からのアプローチ

D-6 呼吸器系

D-5 循環器系

Ｅ　消化器 F-1 症候・病態からのアプローチ

D-7 消化器系

Ｆ　血液、造血器、免疫 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｇ　腎、泌尿器、生殖器 F-1 症候・病態からのアプローチ

D-9 生殖機能

Ｈ　心理、精神機能 D-15 精神系

Ｉ　神経、運動器 D-2 神経系

F-1 症候・病態からのアプローチ

E-1 感染症

E-3 免疫・アレルギー疾患

Ｊ　内分泌、代謝、栄養、乳腺疾患 F-1 症候・病態からのアプローチ

D-11 乳房

Ｋ　周産期の異常を示す症状 D-10 妊娠と分娩

E-5 成長と発達

Ｌ　小児特有の全身症状 E-5 成長と発達

８　一般的な身体診察 Ａ　診察のあり方 A-2 医療における安全性確保

A-3 コミュニケーションとチーム医療

Ｂ　診察の基本手技 F-3 基本的診療技能

Ｃ　診察時の患者の体位 F-3 基本的診療技能

Ｄ　全身の診察 F-3 基本的診療技能

Ｅ　頭頸部の診察 F-3 基本的診療技能

Ｆ　胸部の診察 F-3 基本的診療技能

Ｇ　腹部の診察 F-3 基本的診療技能

Ｈ　肛門と直腸の診察 F-3 基本的診療技能

Ｉ　生殖器の診察 F-3 基本的診療技能

Ｊ　筋骨格系の診察 F-3 基本的診療技能

D-4 運動器（筋骨格）系

Ｋ　神経系の診察 F-3 基本的診療技能

Ｌ　四肢の診察 F-3 基本的診療技能

９　検査の基本 Ａ　意義と目標 F-2 基本的診療知識

Ｂ　検査の倫理と安全 F-2 基本的診療知識

Ｃ　検体の採取 F-3 基本的診療技能

Ｄ　検体の保存 F-2 基本的診療知識

Ｅ　結果の解釈 F-2 基本的診療知識

Ｆ　一般臨床検査 F-2 基本的診療知識

Ｇ　血液学検査 F-2 基本的診療知識

Ｈ　生化学検査 F-2 基本的診療知識

Ｉ　免疫血清学検査 F-2 基本的診療知識

Ｊ　遺伝子関連検査 E-2 腫瘍

Ｋ　微生物学検査 F-3 基本的診療技能

F-2 基本的診療知識

Ｌ　病理組織学検査、細胞診 D-7 消化器系

D-9 生殖機能

E-2 腫瘍

Ｍ　動脈血ガス分析 F-2 基本的診療知識
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大　項　目 中　項　目

医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成２２年度改訂版）

医師国家試験出題基準（平成２５年版）
【必修の基本的事項】

第２階層

Ｎ　生体機能検査 F-2 基本的診療知識

D-12 内分泌・栄養・代謝系

D-2 神経系

Ｏ　画像・内視鏡検査 F-2 基本的診療知識

10　臨床判断の基本 Ａ　根拠に基づいた医療<EBM> A-4 課題探究・解決と学習の在り方

B-8 臨床研究と医療

Ｂ　臨床疫学的指標 A-4 課題探究・解決と学習の在り方

B-3 疫学と予防医学

F-2 基本的診療知識

Ｃ　誤差と精度 F-2 基本的診療知識

Ｄ　基準値 F-2 基本的診療知識

Ｅ　有効性と効率性 F-2 基本的診療知識

Ｆ　医療情報 A-4 課題探究・解決と学習の在り方

11　初期救急 Ａ　救急患者の診察 F-3 基本的診療技能

Ｂ　基本的な救急処置 F-3 基本的診療技能

Ｃ　症状・傷病別の初期対応 F-3 基本的診療技能

Ｄ　災害医療 B-2 地域医療

12　主要疾患・症候群 Ａ　妊娠、周産期の異常 D-10 妊娠と分娩

Ｂ　精神・心身医学的疾患 D-15 精神系

Ｃ　皮膚・頭頸部疾患 D-3 皮膚系

D-13 眼・視覚系

D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｄ　呼吸器・胸壁・縦隔疾患 D-6 呼吸器系

Ｅ　心臓・脈管疾患 D-5 循環器系

Ｆ　消化器・腹壁・腹膜疾患 D-7 消化器系

E-1 感染症

Ｇ　血液・造血器疾患 D-1 血液・造血器・リンパ系

Ｈ　腎・泌尿器・生殖器疾患 D-8 腎・尿路系（体液・電解質バランスを含む）

D-9 生殖機能

Ｉ　神経・運動器疾患 D-2 神経系

D-4 運動器（筋骨格）系

Ｊ　内分泌・代謝・栄養・乳腺疾患 D-12 内分泌・栄養・代謝系

D-4 運動器（筋骨格）系

D-11 乳房

Ｋ　アレルギー性疾患、膠原病、免疫病 E-3 免疫・アレルギー疾患

Ｌ　感染性疾患 E-1 感染症

Ｍ　生活環境因子・職業性因子による疾患 D-15 精神系

E-4 物理・化学的因子による疾患

13　治療の基本 Ａ　リハビリテーション F-2 基本的診療知識

Ｂ　在宅医療と介護 F-2 基本的診療知識

Ｃ　医用機器と人工臓器 F-2 基本的診療知識

Ｄ　輸血 F-2 基本的診療知識

Ｅ　移植 F-2 基本的診療知識

Ｆ　放射線治療 F-2 基本的診療知識

Ｇ　輸液療法 F-2 基本的診療知識

Ｈ　栄養療法 F-2 基本的診療知識

A-1 医の原則

Ｉ　薬物療法 F-2 基本的診療知識

Ｊ　褥瘡の処置・治療 E-6 加齢と老化

必修　3 / 4 ページ
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大　項　目 中　項　目

医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成２２年度改訂版）

医師国家試験出題基準（平成２５年版）
【必修の基本的事項】

第２階層

14　基本的手技 Ａ　一般的手技 F-3 基本的診療技能

Ｂ　注射 F-3 基本的診療技能

Ｃ　外科手技 F-3 基本的診療技能

15　死と終末期ケア Ａ　死の判定と診断 E-7 人の死

約２％ B-6 死と法

Ｂ　緩和ケア F-2 基本的診療知識

E-2 腫瘍

Ｃ　終末期ケア E-7 人の死

16　チーム医療 Ａ　医療機関でのチームワーク A-3 コミュニケーションとチーム医療

Ｂ　地域医療でのチームワーク B-1 社会・環境と健康

B-2 地域医療

Ｃ　コンサルテーション A-3 コミュニケーションとチーム医療

Ｄ　社会生活 A-3 コミュニケーションとチーム医療

17　生活習慣とリスク Ａ　基本概念 B-1 社会・環境と健康

Ｂ　栄養、食生活 B-4 生活習慣と疾病

Ｃ　身体活動、運動 B-4 生活習慣と疾病

Ｄ　休養・心の健康 B-4 生活習慣と疾病

Ｅ　喫煙 B-4 生活習慣と疾病

Ｆ　飲酒 B-4 生活習慣と疾病

Ｇ　生涯設計

18　一般教養的事項 Ａ　医学史 A-1 医の原則

約２％
Ｂ　医学・医療に関する人文・社会科学・自然科学・芸
術などに関連する一般教養的知識や考え方

Ｃ　診療に必要な一般的な医学英語

必修　4 / 4 ページ
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章 大　項　目 中　項　目

Ⅰ １ 健康・疾病・障害の
概念と社会環境

Ａ　健康の概念 B-1 社会・環境と健康

Ｂ　環境と健康 B-1 社会・環境と健康

Ｃ　社会環境の変動と国民の健康 B-1 社会・環境と健康

Ｄ　疾病・障害の概念と社会 B-1 社会・環境と健康

２ 社会保障制度と医
療経済

Ａ　社会保障の概念と制度 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｂ　医療保険、介護保険、公費医療 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｃ　医療経済 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

３ 保健・医療・福祉・
介護の仕組み

Ａ　保健・医療・福祉・介護の組織と連携 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｂ　少子化社会・障害児<者>への対応 B-1 社会・環境と健康

Ｃ　在宅ケア F-2 基本的診療知識

４ 保健・医療・福祉・
介護の資源

Ａ　保健・医療・福祉・介護の施設と機能 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｂ　保健・医療・福祉・介護従事者 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

５ 保健・医療・福祉・
介護関係法規

B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

B-6 死と法

B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｂ　薬事 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｃ　地域保健 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｄ　母子保健 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｅ　成人・高齢者保健 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｆ　精神保健 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｇ　感染症対策 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｈ　がん対策 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｉ　食品保健 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｊ　学校保健 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｋ　産業保健 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｌ　環境保健 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｍ　医療保険 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｎ　社会福祉・介護 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度
６ 地域保健、地域医
療

Ａ　地域保健・地域医療と医師の役割 B-2 地域医療

Ｂ　医療計画 B-2 地域医療

Ｃ　プライマリヘルスケア B-2 地域医療

Ｄ　健康増進とヘルスプロモーション B-1 社会・環境と健康

Ｅ　救急医療 B-2 地域医療

Ｆ　災害医療 B-2 地域医療

Ｇ　離島・へき地医療 B-2 地域医療

７　国際保健 Ａ　世界の保健・医療問題

Ｂ　国際保健・医療協力

医師国家試験出題基準（平成２５年版）
【医学総論】

医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成２２年度改訂版）

第２階層

Ａ　医事
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章 大　項　目 中　項　目

医師国家試験出題基準（平成２５年版）
【医学総論】

医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成２２年度改訂版）

第２階層

Ⅱ １　予防医学と健康保
持増進

Ａ　地域社会と公衆衛生 B-3 疫学と予防医学

Ｂ　予防医学 B-3 疫学と予防医学

Ｃ　健康保持・増進 B-3 疫学と予防医学

Ｄ　健康診断・診査と健康管理 B-3 疫学と予防医学
２　人口統計と保健統
計

Ａ　人口静態統計 B-3 疫学と予防医学

Ｂ　人口動態統計 B-3 疫学と予防医学

Ｃ　疾病・障害の分類・統計 B-3 疫学と予防医学

３　疫学とその応用 Ａ　疫学の概念 B-3 疫学と予防医学

Ｂ　疫学指標 B-3 疫学と予防医学

Ｃ　統計解析

Ｄ　観察研究 B-8 臨床研究と医療

Ｅ　介入研究 B-8 臨床研究と医療

４　母子保健 Ａ　現状と動向 B-2 地域医療

Ｂ　母性保健、周産期の保護 B-2 地域医療

Ｃ　小児の保健・福祉 B-2 地域医療

５　成人保健 Ａ　現状と動向 B-4 生活習慣と疾病

約４％ Ｂ　生活習慣病と保健対策 B-4 生活習慣と疾病

６　高齢者保健 Ａ　現状と動向 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｂ　高齢者の健康保持・増進 E-6 加齢と老化

７　精神保健福祉 Ａ　現状と動向 B-2 地域医療

Ｂ　精神的健康の保持・増進 B-2 地域医療

８　感染症対策 Ａ　感染症の疫学 E-1 感染症

Ｂ　医師と自治体の対応 E-1 感染症

Ｃ　予防接種と検疫 E-1 感染症
９　国民栄養と食品保
健

Ａ　国民栄養の現状と対策

Ｂ　食品の安全性と機能性

10　学校保健 Ａ　学校保健の現状と動向 B-2 地域医療

Ｂ　学校医と保健管理 B-2 地域医療

11　産業保健 Ａ　産業保健の仕組み B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｂ　現状と動向 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

Ｃ　産業医と労働安全衛生管理 B-5 保健、医療、福祉と介護の制度

12　環境保健 Ａ　環境と適応 B-1 社会・環境と健康

Ｂ　地球環境の変化と健康影響 B-1 社会・環境と健康

Ｃ　環境汚染の発生要因と健康影響 B-1 社会・環境と健康

Ｄ　上水道と下水道 B-1 社会・環境と健康

Ｅ　公害の健康被害と対策 B-1 社会・環境と健康

Ｆ　環境汚染の評価と対策 B-1 社会・環境と健康

Ｇ　廃棄物処理 B-1 社会・環境と健康

Ｈ　騒音・振動の健康影響と対策 B-1 社会・環境と健康

Ｉ　放射線の健康影響と管理 B-1 社会・環境と健康

Ｊ　居住・衣服環境と健康 B-1 社会・環境と健康

準備教育モデル・コア・カリキュラムに記
載
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章 大　項　目 中　項　目

医師国家試験出題基準（平成２５年版）
【医学総論】

医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成２２年度改訂版）

第２階層

Ⅲ １　個体の構造 Ａ　細胞、組織 C-1 生命現象の科学

約10％ Ｂ　局所解剖 C-2 個体の構成と機能

２　皮膚、頭頸部、感
覚器、発声器

Ａ　皮膚の構造・機能 D-3 皮膚系

Ｂ　頭蓋・頭蓋腔の構造 C-2 個体の構成と機能

Ｃ　顔面の構造 D-13 眼・視覚系

Ｄ　頸部の構造 C-2 個体の構成と機能

Ｅ　頭頸部の生理的間隙 C-2 個体の構成と機能

Ｆ　視覚系の構造・機能 D-13 眼・視覚系

Ｇ　聴覚系の構造・機能 D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｈ　前庭平衡系の構造・機能 D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｉ　嗅覚系・味覚系の構造・機能 D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｊ　発声器の構造・機能 D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｋ　体性感覚系の構造・機能 D-2 神経系
３　呼吸器、胸郭、胸
壁

Ａ　胸郭の構造・機能 D-6 呼吸器系

Ｂ　上気道・下気道の構造・機能 D-6 呼吸器系

Ｃ　肺の構造・機能 D-6 呼吸器系

Ｄ　呼吸運動 D-6 呼吸器系

４　心臓、脈管 Ａ　心臓・血管の構造・機能 D-5 循環器系

Ｂ　リンパ管の構造と機能 C-2 個体の構成と機能
５　消化器、腹壁、腹
膜

Ａ　口腔・咽頭の構造・機能 D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｂ　消化管の構造・機能 D-7 消化器系

Ｃ　肝・胆道・膵の構造・機能 D-7 消化器系

Ｄ　腹壁・腹膜の構造・機能 D-7 消化器系

６　血液、造血器 Ａ　血液・造血器の構造・機能 D-1 血液・造血器・リンパ系

７　腎、泌尿器、生殖
器

Ａ　腎の構造・機能 D-8
腎・尿路系（体液・電解質バラン
スを含む）

Ｂ　尿路の構造・機能 D-8
腎・尿路系（体液・電解質バラン
スを含む）

Ｃ　男性生殖器の構造・機能 D-9 生殖機能

Ｄ　女性生殖器の構造・機能 D-9 生殖機能

８　心理、精神、神経、
運動器

Ａ　心理・精神機能 D-15 精神系

Ｂ　精神機能と身体 D-2 神経系

Ｃ　中枢神経・末梢神経の構造・機能 D-2 神経系

Ｄ　脳・脊髄血管系とその支配領域 D-2 神経系

Ｅ　運動器の構造・機能 D-4 運動器（筋骨格）系
９　内分泌、代謝、栄
養

Ａ　内分泌器官の構造・機能 D-12 内分泌・栄養・代謝系

Ｂ　代謝と栄養 D-12 内分泌・栄養・代謝系

10　免疫 Ａ　免疫系臓器 C-3 個体の反応

Ｂ　自然免疫 C-3 個体の反応

Ｃ　獲得免疫 C-3 個体の反応

Ｄ　免疫系の調節 C-3 個体の反応

　総論　3 / 11 ページ
-9-



章 大　項　目 中　項　目

医師国家試験出題基準（平成２５年版）
【医学総論】

医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成２２年度改訂版）

第２階層

Ⅳ １　妊娠 Ａ　妊娠の成立・維持 D-10 妊娠と分娩

Ｂ　胎児付属物 D-10 妊娠と分娩

Ｃ　胎児・胎盤系 D-10 妊娠と分娩

Ｄ　妊娠による母体変化 D-10 妊娠と分娩

Ｅ　妊婦の栄養 D-10 妊娠と分娩

２　分娩 Ａ　分娩の３要素 D-10 妊娠と分娩

Ｂ　分娩の経過 D-10 妊娠と分娩

３　産褥 Ａ　産褥の経過 D-10 妊娠と分娩

Ｂ　乳汁分泌 D-10 妊娠と分娩

４　胎児 Ａ　胎児の発育 E-5 成長と発達

Ｂ　器官形成と臓器の成熟 C-2 個体の構成と機能

５　新生児 Ａ　成熟徴候 E-5 成長と発達

Ｂ　新生児の生理 E-5 成長と発達

６　小児期 Ａ　小児の成長 E-5 成長と発達

Ｂ　小児の発達 E-5 成長と発達

Ｃ　小児栄養 E-5 成長と発達

７　思春期、青年期 Ａ　身体の成長・発達 E-5 成長と発達

Ｂ　精神発達 E-5 成長と発達

８　加齢、老化 Ａ　細胞・組織の加齢現象 C-1 生命現象の科学

Ｂ　加齢による臓器・機能の変化、疾患の特徴 E-6 加齢と老化

Ｃ　高齢者の生理的特徴 E-6 加齢と老化

Ｄ　高齢者の心理的特徴 E-6 加齢と老化

Ｅ　高齢者の疾患の特徴と頻度の変化 E-6 加齢と老化

Ｆ　寿命 E-6 加齢と老化

Ⅴ １　疾病と影響因子 Ａ　疾病の自然経過

Ｂ　内因と外因 C-4 病因と病態

Ｃ　生活・職業・社会環境と疾病 B-4 生活習慣と疾病

Ｄ　ストレス B-1 社会・環境と健康

２　先天異常 Ａ　原因と分類 C-4 病因と病態

Ｂ　遺伝形式 C-4 病因と病態

Ｃ　染色体異常の種類 C-4 病因と病態

Ｄ　遺伝相談 E-2 腫瘍

３　損傷、炎症 Ａ　創傷の種類 C-4 病因と病態

Ｂ　創傷の治癒過程 C-4 病因と病態

Ｃ　創傷治癒に影響する因子 C-4 病因と病態

Ｄ　外傷の病態

Ｅ　化学的損傷 D-13 眼・視覚系

E-4 物理・化学的因子による疾患

E-6 加齢と老化

Ｇ　炎症の局所的変化 C-4 病因と病態

Ｈ　炎症の全身的変化 C-4 病因と病態

４　感染 Ａ　概念 C-3 個体の反応

Ｂ　病態 E-1 感染症

Ｆ　物理的損傷
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章 大　項　目 中　項　目

医師国家試験出題基準（平成２５年版）
【医学総論】

医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成２２年度改訂版）

第２階層

５　アレルギー、免疫
異常

Ａ　免疫異常疾患 E-3 免疫・アレルギー疾患

Ｂ　アレルギー E-3 免疫・アレルギー疾患

６　腫瘍 Ａ　腫瘍の疫学 E-2 腫瘍

Ｂ　腫瘍の病因 E-2 腫瘍

Ｃ　悪性腫瘍と免疫 C-3 個体の反応

Ｄ　腫瘍の病理・病態 E-2 腫瘍
７　循環障害、臓器不
全

Ａ　血行障害 C-4 病因と病態

Ｂ　梗塞 C-4 病因と病態

Ｃ　リンパ流障害 D-5 循環器系

Ｄ　ショック F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｅ　血圧異常 D-5 循環器系

Ｆ　臓器不全

８　内分泌・代謝・栄養
の異常

Ａ　ホルモンの合成・分泌の異常 D-12 内分泌・栄養・代謝系

Ｂ　エネルギー及び栄養素の欠乏と過剰 D-12 内分泌・栄養・代謝系

９　中毒、放射線障害 Ａ　中毒の発生要因 E-4 物理・化学的因子による疾患

約８％ Ｂ　中毒の病態生理 E-4 物理・化学的因子による疾患

Ｃ　放射線の身体的影響 C-3 個体の反応

Ｄ　放射線の確率的影響・確定的影響 C-3 個体の反応

10　医原病 Ａ　診断に伴う医原病

Ｂ　治療に伴う医原病

11　死 Ａ　死因の究明 E-7 人の死

Ｂ　死後変化 E-7 人の死

Ⅵ １　全身症候 Ａ　発熱

約16％

Ｃ　体重減少・増加

Ｄ  ショック

Ｅ  意識障害

Ｆ　けいれん

Ｇ　めまい

Ｈ  脱水

Ｉ  浮腫

Ｊ　顔貌の異常

２　皮膚、外表 Ａ　皮疹 D-3 皮膚系

Ｂ　粘膜疹 D-3 皮膚系

Ｃ　爪・毛髪異常 D-3 皮膚系

Ｄ　瘙痒 D-3 皮膚系

Ｅ　皮膚分泌異常 D-3 皮膚系

Ｆ　デルマドローム D-3 皮膚系

Ｇ　黄疸 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｈ　手掌紅斑 D-3 皮膚系

Ｉ　脈管異常 D-3 皮膚系

Ｊ　母斑 D-3 皮膚系

Ｋ　小奇形 D-3 皮膚系

症候・病態からのアプローチF-1
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章 大　項　目 中　項　目

医師国家試験出題基準（平成２５年版）
【医学総論】

医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成２２年度改訂版）

第２階層

Ｌ　リンパ節腫脹 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｍ　褥瘡 E-6 加齢と老化

Ｎ　角化異常 D-3 皮膚系

Ｏ　光線過敏 D-3 皮膚系

Ｐ　痛み D-3 皮膚系

３　頭頸部、感覚器 Ａ　頸部の異常 D-12 内分泌・栄養・代謝系

Ｂ　視機能障害 D-13 眼・視覚系

Ｃ　眼症状 D-13 眼・視覚系

Ｄ　眼組織の異常 D-13 眼・視覚系

Ｅ　外眼部の異常 D-13 眼・視覚系

Ｆ　眼球の異常 D-13 眼・視覚系

Ｇ　耳の異常 D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｈ　鼻の異常 D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｉ　味覚障害 D-2 神経系
４　呼吸器、心臓、血
管

Ａ　咽頭・喉頭の異常 D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

F-1 症候・病態からのアプローチ

D-6 呼吸器系

F-1 症候・病態からのアプローチ

D-6 呼吸器系

Ｄ　呼吸リズムの異常 D-6 呼吸器系

Ｅ　呼吸音の変化 D-6 呼吸器系

Ｆ　副雑音 D-6 呼吸器系

Ｇ　胸痛 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｈ　失神 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｉ　胸水 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｊ　異常心音 F-3 基本的診療技能

Ｋ　心雑音 F-3 基本的診療技能

Ｌ　不整脈 D-5 循環器系

Ｍ　脈拍異常 F-3 基本的診療技能

Ｎ　血管雑音 D-5 循環器系

Ｏ　血圧異常 D-5 循環器系

Ｐ　間欠性跛行 D-5 循環器系

５　消化器 F-1 症候・病態からのアプローチ

約８％ D-15 精神系

Ｂ　口および口腔内の異常 D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｃ　嚥下障害 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｄ　上部消化管逆流症状 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｅ　腹痛 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｆ　腹膜刺激症状 D-7 消化器系

Ｇ　消化管出血 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｈ　便通異常 F-1 症候・病態からのアプローチ

F-1 症候・病態からのアプローチ

D-7 消化器系

Ｂ　気管・気管支の異常

Ｃ　呼吸の異常

Ａ　食欲異常

Ｉ　皮膚の異常

　総論　6 / 11 ページ
-12-



章 大　項　目 中　項　目

医師国家試験出題基準（平成２５年版）
【医学総論】

医学教育モデル・コア・カリキュラム
（平成２２年度改訂版）

第２階層

Ｊ　腹部膨隆、腹部腫瘤 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｋ　臓器腫大 D-7 消化器系
６　血液、造血器、免
疫

Ａ　貧血 F-1 症候・病態からのアプローチ

約12％ Ｂ　リンパ節腫脹 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｃ　脾腫 D-1 血液・造血器・リンパ系

Ｄ　出血傾向 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｅ　血栓傾向 C-4 病因と病態
７　腎、泌尿器、生殖
器

Ａ　尿の量と回数の異常 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｂ　排尿の異常 F-1 症候・病態からのアプローチ

F-1 症候・病態からのアプローチ

F-2 基本的診療知識

Ｄ　精液の性状 D-9 生殖機能

Ｅ　男性性機能の異常 D-9 生殖機能

Ｆ　女性生殖器の異常 D-9 生殖機能

Ｇ　妊娠時の異常 D-10 妊娠と分娩

８　心理、精神機能 Ａ　知能障害 D-15 精神系

Ｂ　記憶障害 D-15 精神系

Ｃ　精神発達障害 D-15 精神系

Ｄ　失見当識 D-15 精神系

Ｅ　知覚障害 D-15 精神系

Ｆ　思考障害 D-15 精神系

Ｇ　感情障害 D-15 精神系

Ｈ　自我障害 D-15 精神系

Ｉ　意欲と行動の障害 D-15 精神系

Ｊ　睡眠障害 D-15 精神系

Ｋ　不定愁訴 D-15 精神系

Ｌ　病識欠如 D-15 精神系

Ｍ　疎通性障害 D-15 精神系

Ｎ　高次脳機能障害 D-2 神経系

Ｏ　脳局所症状、神経心理学的症状 D-2 神経系

Ｐ　広範な脳機能障害 D-2 神経系

Ｑ　意識障害 F-1 症候・病態からのアプローチ

９　神経、運動器 Ａ　頭痛、頭重感 F-1 症候・病態からのアプローチ

約８％ Ｂ　瞳孔異常 D-13 眼・視覚系

Ｃ　脳神経障害 D-2 神経系

Ｄ　言語障害 D-2 神経系

Ｅ　髄膜刺激症候 D-2 神経系

D-2 神経系

C-2 個体の構成と機能

Ｇ　筋の障害 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｈ　反射異常 D-2 神経系

F-1 症候・病態からのアプローチ

D-2 神経系

Ｃ　尿の性状の異常

Ｆ　頭囲の異常

Ｉ　運動系の異常
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（平成２２年度改訂版）

第２階層

Ｊ　平衡・感覚・自律神経系の障害 D-2 神経系

Ｋ　頭蓋内圧亢進 D-2 神経系

Ｌ　脊髄・神経根障害 D-2 神経系

Ｍ　脊柱の異常 D-4 運動器（筋骨格）系

Ｎ　関節の障害 F-1 症候・病態からのアプローチ

Ｏ　その他 F-1 症候・病態からのアプローチ
10　内分泌、代謝、栄
養

Ａ　肥満、やせ F-1 症候・病態からのアプローチ

約８％ Ｂ　身長の異常 D-12 内分泌・栄養・代謝系

Ｃ　体毛の異常 D-12 内分泌・栄養・代謝系

Ｄ　乳腺の異常 D-11 乳房

Ｅ　糖尿 D-8
腎・尿路系（体液・電解質バラン
スを含む）

Ⅶ １　２次・３次救急患者
の診察

Ａ　初診時の評価 F-3 基本的診療技能

Ｂ　病態に応じた診察 F-3 基本的診療技能
２　高齢者の診察と評
価

Ａ　高齢者の診察 F-3 基本的診療技能

Ｂ　高齢者総合機能評価<CGA> F-3 基本的診療技能

３　小児の診察 Ａ　乳幼児の診察 E-5 成長と発達

Ｂ　学童期の児の診察 E-5 成長と発達

Ｃ　思春期の児の診察 E-5 成長と発達

４　胎児・新生児の診
察と評価

Ａ　胎児の診察 E-5 成長と発達

Ｂ　胎児付属物の診察

Ｃ　新生児の診察 E-5 成長と発達

５　妊・産・褥婦と胎児
の診察

Ａ　妊婦の診察 D-10 妊娠と分娩

Ｂ　産婦の診察 D-10 妊娠と分娩

Ｃ　褥婦の診察 D-10 妊娠と分娩

Ⅷ １　検体検査  Ａ　検体の採取と保存 F-2 基本的診療知識

Ｂ　一般臨床検査 F-2 基本的診療知識

Ｃ　血液学検査 F-2 基本的診療知識

Ｄ　生化学検査 F-2 基本的診療知識

Ｅ　免疫血清学検査 F-2 基本的診療知識

Ｆ　微生物学検査 G-3 基本的臨床手技

Ｇ　病理組織学検査、細胞診 F-2 基本的診療知識

C-1 生命現象の科学

C-4 病因と病態

２　生体機能検査 Ａ　呼吸機能検査 F-2 基本的診療知識

F-2 基本的診療知識

D-5 循環器系

Ｃ　消化管機能検査

Ｄ　肝・胆道機能検査 F-2 基本的診療知識

Ｅ　膵機能検査 F-2 基本的診療知識

Ｆ　内分泌・代謝機能検査 D-12 内分泌・栄養・代謝系

Ｇ　腎機能検査 F-2 基本的診療知識

Ｈ　染色体検査・体細胞遺伝子検査

Ｂ　心機能検査
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第２階層

Ｈ　排尿機能検査 D-8
腎・尿路系（体液・電解質バラン
スを含む）

Ｉ　脳波検査 D-2 神経系

Ｊ　筋電図、神経伝導検査 D-2 神経系

３　皮膚・感覚器・発声
機能検査

Ａ　皮膚検査 D-3 皮膚系

Ｂ　視器一般検査 D-13 眼・視覚系

Ｃ　視機能検査 D-13 眼・視覚系

Ｄ　聴覚・平衡機能検査 D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｅ　嗅覚・味覚検査 D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｆ　発声・発語検査
４　心理・精神機能検
査

Ａ　心理学的検査 D-15 精神系

Ｂ　知能検査 E-5 成長と発達

Ｃ　神経心理学的検査 E-5 成長と発達

Ｄ　発達テスト E-5 成長と発達

５　妊娠・分娩・胎児・
新生児の検査

Ａ　妊娠の検査 D-10 妊娠と分娩

Ｂ　妊娠中の検査 D-10 妊娠と分娩

Ｃ　分娩の検査 D-10 妊娠と分娩

Ｄ　胎児発育・成熟の検査 E-5 成長と発達
Ｅ　胎児の健全性<健常性、fetal well-being>の検
査

D-10 妊娠と分娩

Ｆ　胎盤、臍帯、羊水の検査 D-10 妊娠と分娩

Ｇ　先天異常の検査 D-9 生殖機能

Ｈ　新生児の検査 E-5 成長と発達

６　画像検査 Ａ　超音波検査 F-2 基本的診療知識

Ｂ　電離放射線 C-3 個体の反応

Ｃ　放射線の単位と測定 C-3 個体の反応

Ｄ　放射線等検査用機器・器材 F-2 基本的診療知識

Ｅ　医療放射線被曝の軽減 C-3 個体の反応

Ｆ　画像検査における医療情報

Ｇ　エックス線単純撮影 F-2 基本的診療知識

Ｈ　血管造影 F-2 基本的診療知識

Ｉ　消化管造影 F-2 基本的診療知識

Ｊ　尿路造影 F-2 基本的診療知識

Ｋ　その他の造影検査 F-2 基本的診療知識

Ｌ　CT検査 F-2 基本的診療知識

Ｍ　造影CT F-2 基本的診療知識

Ｎ　磁気共鳴画像<MRI>検査の原理と技術 F-2 基本的診療知識

Ｏ　造影磁気共鳴画像<造影MRI> F-2 基本的診療知識

Ｐ　核医学検査の原理と技術 F-2 基本的診療知識

Ｑ　シンチグラフィ F-2 基本的診療知識

７　内視鏡検査 Ａ　内視鏡の種類と原理 F-2 基本的診療知識

Ｂ　内視鏡検査の適用部位 F-2 基本的診療知識

Ｃ　内視鏡検査の基本手技と合併症 F-2 基本的診療知識
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第２階層

Ⅸ １　食事・栄養療法 Ａ　食事・栄養療法の基本 F-2 基本的診療知識

Ｂ　栄養摂取の方法 F-2 基本的診療知識

Ｃ　適応 F-2 基本的診療知識

Ｄ　合併症 F-2 基本的診療知識

２　薬物療法 Ａ　薬物の選択 F-2 基本的診療知識

Ｂ　薬物動態 F-2 基本的診療知識

Ｃ　薬効 F-2 基本的診療知識

Ｄ　用法・用量 F-2 基本的診療知識

Ｅ　副作用 F-2 基本的診療知識

Ｆ　疾患に応じた薬物治療 F-2 基本的診療知識

３　輸液、輸血、血液
浄化

Ａ　輸液 F-2 基本的診療知識

Ｂ　輸血 F-2 基本的診療知識

Ｃ　血液浄化 D-8
腎・尿路系（体液・電解質バラン
スを含む）

４　手術、周術期の管
理、麻酔

Ａ　手術 F-2 基本的診療知識

Ｂ　基本的な手術手技 F-2 基本的診療知識

Ｃ　術後合併症 F-2 基本的診療知識

Ｄ　術前麻酔管理 F-2 基本的診療知識

Ｅ　全身麻酔 F-2 基本的診療知識

Ｆ　麻酔導入 F-2 基本的診療知識

Ｇ　術中麻酔管理 F-2 基本的診療知識

Ｈ　術後管理と集中治療 F-2 基本的診療知識

Ｉ　局所麻酔 F-2 基本的診療知識

Ｊ　疼痛の管理 F-2 基本的診療知識

５　臓器・組織移植、
人工臓器、再生医療

Ａ　移植の種類と適応 F-2 基本的診療知識

約７％ Ｂ　提供者<ドナー>と被移植者<レシピエント>

Ｃ　移植と免疫 F-2 基本的診療知識

Ｄ　人工臓器の種類と適応 F-2 基本的診療知識

６　放射線治療 Ａ　放射線感受性 C-3 個体の反応

Ｂ　放射線効果の修飾 C-3 個体の反応

Ｃ　空間的線量分布 F-2 基本的診療知識

Ｄ　時間的線量配分 F-2 基本的診療知識

Ｅ　外照射 F-2 基本的診療知識

Ｆ　小線源治療 F-2 基本的診療知識

Ｇ　放射線治療の適応 F-2 基本的診療知識

Ｈ　集学的治療 E-2 腫瘍

Ｉ　照射の合併症 C-3 個体の反応

７　インターベンショナ
ルラジオロジー

Ａ　血管系治療 D-5 循環器系

Ｂ　非血管系治療 D-7 消化器系

８　内視鏡治療 Ａ　種類と適応 F-2 基本的診療知識
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第２階層

９　リハビリテーション Ａ　リハビリテーションの概念 F-2 基本的診療知識

Ｂ　リハビリテーションの技術 F-2 基本的診療知識

Ｃ　身体障害のリハビリテーション F-2 基本的診療知識

Ｄ　精神・知的・発達障害のリハビリテーション F-2 基本的診療知識

10　２次・３次救急患
者の治療

Ａ　心肺蘇生 G-4 診療科臨床実習

Ｂ　２次・３次救急に必要な処置 G-4 診療科臨床実習

Ｃ　ショックの治療 F-1 症候・病態からのアプローチ

D-6 呼吸器系

D-5 循環器系

D-8
腎・尿路系（体液・電解質バラン
スを含む）

D-7 消化器系

D-1 血液・造血器・リンパ系

D-4 運動器（筋骨格）系

D-2 神経系

D-14 耳鼻・咽喉・口腔系

Ｆ　急性中毒の治療・処置 E-4 物理・化学的因子による疾患

Ｇ　熱傷の治療・処置 E-4 物理・化学的因子による疾患

Ｈ　環境異常の治療

Ｉ　異物・溺水・刺咬症の治療・処置

Ｊ　産科的救急治療・処置

Ｋ　新生児の救急治療・処置

Ｌ　乳児の救急治療・処置

11　緩和医療 Ａ　全人的苦痛の緩和 F-2 基本的診療知識

Ｂ　身体的苦痛の緩和 F-2 基本的診療知識

Ｃ　オピオイド〈医療用麻薬〉 F-2 基本的診療知識

Ｄ　ホスピス・緩和ケア E-2 腫瘍

12　その他の治療法 Ａ　酸素療法(急性期、慢性期) F-2 基本的診療知識

Ｂ　高圧酸素療法 E-4 物理・化学的因子による疾患

Ｃ　人工換気

Ｄ　呼吸理学療法

Ｅ　物理療法

Ｆ　光線療法 E-5 成長と発達

Ｇ　レーザー療法

Ｈ　体外衝撃波結石破砕術<ESWL>

Ｉ　電気けいれん療法

Ｊ　免疫療法

Ｋ　生殖補助技術<ART>

Ｌ　精神療法
Ｍ　リエゾン精神医学<精神科コンサルテーション
>

D-15 精神系

Ｄ　重症救急病態

Ｅ　外傷の治療・処置
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